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まえがき 

この規格は，工業標準化法第 12 条第 1 項の規定に基づき，財団法人日本規格協会(JSA)から，工業標準

原案を具して日本工業規格を制定すべきとの申出があり，日本工業標準調査会の審議を経て，経済産業大

臣が制定した日本工業規格である。 

制定に当たっては，日本工業規格と国際規格との対比，国際規格に一致した日本工業規格の作成及び日

本工業規格を基礎にした国際規格原案の提案を容易にするために，ISO/IEC 11179-3:2003，Information 

technology―Metadata registries (MDR)―Part 3：Registry metamodel and basic attributes を基礎として用いた。 

JIS X 4181-3 には，次に示す附属書がある。 

附属書 A（参考）用語のアルファベット順一覧 

附属書 B（参考）モデリング表記法 

附属書 C（参考）ISO/IEC 11179-3:1994 基本属性から ISO/IEC 11179-3:2003 メタモデル及び基本属性

への写像 

JIS X 4181 の規格群には，次に示す部編成がある。 

JIS X 4181-1 データ要素の仕様―第 1 部：データ要素の仕様に関する枠組み 

JIS X 4181-2 データ要素の仕様―第 2 部：データ要素の分類 

JIS X 4181-3 メタデータ登録簿(MDR)―第 3 部：登録簿メタモデル及び基本属性 
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日本工業規格          JIS 
 X 4181-3：2004 
 (ISO/IEC 11179-3：2003) 

メタデータ登録簿（MDR）― 
第 3 部：登録簿メタモデル及び基本属性 

Information technology―Metadata registries (MDR)― 
Part 3：Registry metamodel and basic attributes 

 
序文 この規格は，2003 年に第 2 版として発行された ISO/IEC 11179-3:2003，Information technology―

Metadata registries (MDR)―Part 3：Registry metamodel and basic attributes を翻訳し，技術的内容及び規格票の

様式を変更することなく作成した日本工業規格である。1.～6.については，原国際規格の同項目を全文翻訳

し，附属書 A～附属書 C については，それぞれ原国際規格の同項目の内容を引用するものとした。 

なお，この規格で点線の下線を施してある“参考”は，原国際規格にはない事項である。 

参考 この規格は，次の正誤票を反映している。 

ISO/IEC 11179-3:2003/Cor.1:2004, Information technology―Metadata registries (MDR)―Part 3: 

Registry metamodel and basic attributes TECHNICAL CORRIGENDUM 1 

 

1. 適用範囲 この規格は，メタデータ登録簿 (Metadata Registry) の構造について規定する（1.1 参照）。

この規格は，メタデータ項目を記述するのに必要な基本属性及び完備したメタデータ登録簿が適合してい

ない状況（例えば，他の国際規格の仕様の中）で使用してもよい基本属性を規定する（1.2 参照）。 

1.3 は，現在規定していない側面を示す。 

1.4 は，この規格を適用してもよい活動の例を示す。 

備考 この規格の対応国際規格を，次に示す。 

なお，対応の程度を表す記号は，ISO/IEC Guide 21 に基づき，IDT（一致している），MOD

（修正している），NEQ（同等でない）とする。 

ISO/IEC 11179-3:2003，Information technology―Metadata registries (MDR)―Part 3：Registry 

metamodel and basic attributes (IDT) 

参考 この規格では用語を強調するとき，斜体を使用する。 

1.1 適用範囲－メタデータ登録簿の構造 包括的なメタデータ登録簿管理機能は，規則及び手続の集合

を必要とする。この規則及び手続は，次のとおりこの箇条に続く箇条及び附属書で示され，この規格の他

の部で補完される。 

a) メタデータオブジェクトの定義は，この規格の 3.3 による。 

b) 概念データモデルの形式での登録簿の構造は，この規格の 4.による。 

登録簿の側面は，次のとおり JIS X 4181 規格群の他の部で詳細に示す。 

a) JIS X 4181 規格群のための総合的な枠組みは，この規格群の第 1 部で規定する。 

b) メタデータを分類するための規則及び指針は，この規格群の第 2 部による。 

c) 定義の定式化のための規則及び指針は，ISO/IEC 11179-4 による。 


